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自然災害に強いハザードレジリエントダクタイル鉄管！！
　地震に強いだけでなく、津波や液状化などの二次災害、近年増加している台
風・豪雨などの災害にも強靭な管体と優れた継手性能によって、有効性を発揮
しています。GX形、NS形E種管、S50形管の2021年12月末までの出荷実績
等は下記の通りです。

GX形

NS形
E種

S50形

小口径GX形管の累計出荷実績

累計出荷実績29,900km突破 !

累計出荷実績530km、採用事業体数290突破 !

累計出荷実績360km、採用事業体数200突破 !

NS形E種ダクタイル鉄管の累計出荷実績と採用事業体数の推移

S50形ダクタイル鉄管の累計出荷実績と採用事業体数の推移

中口径GX形管の累計出荷実績
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人気ランキング

展示品・パネル貸し出しのご案内
　日本ダクタイル鉄管協会では、水道週間や各種イベント等でご利用できる展示物・パネルをご用意し
ております。水道管路の耐震化、そこに使用されている耐震管について、説明しやすく理解していただき
やすい展示物です。みなさまからはご好評いただいており、イベントでのリピート使用も多くなっていま
す。ぜひお気軽にご相談下さい。このランキングは2021年4月から12月末までの集計となります。

展示品編

パネル編

・地震が起きた時の、耐震管と一般管の
違いを説明しやすい。

・便利な宅急便サイズ

・思いっきり引っぱっても抜けない事を
体験できる。

・地震等で抜けない事を説明しやすい。

・ＧＸ形φ150の現物を見たり触ったり
できる。

・継手の構造を見ることが出来る。

貸出し

貸出し

貸出し

貸出し

貸出し

貸出し

貸出し

貸出し

18回

17回

5回

15回

8回

4回

10回

5回

手動模型

震度7津波・台風・
豪雨にも耐えた
ダクタイル管

GX形φ75
耐震体験管

（説明用パネルと
イーゼル付き）

耐震継手の特性と
地震時の挙動

地震に強い
ダクタイル鉄管
（NS形吊り上げ）

GX形φ150
カットサンプル

強くしなやかに！
(GX形吊り上げ )

東日本大震災でも
実証された耐震管

サイズ（梱包時）
W760*H660*D350　約25キロ

サイズ（梱包時）
W1170*H600*D340　約70キロ

サイズ（梱包時）　
W700*H280*D260　約30キロ
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2021年度日本ダクタイル鉄管協会セミナーを開催しました
　新型コロナウイルスで各種イベントや展示会等が中止、延期となる中で、当協会では下記
セミナーを人数制限と万全の感染防止対策を行い、また会場によってはオンライン配信と併
用して開催しました。講演いただいた講師の方々にお礼申し上げます。

支部 開催日・開催場所 講　師 テーマ

東北 2 月 18 日
仙台市

八戸圏域水道企業団 配水課 配水管理グループリーダー 副参事
上野　光弘 氏

水理解析技術の能力が求められている背景
～管網再構築＝水運用（水理解析技術）～

名古屋大学 減災連携研究センター 准教授
平山　修久 氏

3.11 の経験を活かし、
これからの水道文化を考える

関東

9 月 15 日
さいたま市

全国管工事業協同組合連合会 専務理事
粕谷　明博 氏 管工事業界の現状と課題

東京都立大学 都市環境学部 都市基盤環境学科 准教授
荒井　康裕 氏

水道管路システムの維持管理と
IoT や AI 技術の活用

10 月 26 日
オンライン配信

豊中市上下水道局 技術部次長
牟田　義次 氏 豊中市における施設整備と維持管理

千歳科学技術大学 理工学部 応用化学生物学科 教授
下村　政嗣 氏

バイオミメティクス：
人新世におけるパラダイムシフト

11 月 1 日
松本市

名古屋市上下水道局 技術本部 管路部長
粟田　政一 氏 名古屋市上下水道局の施設整備計画

京都大学大学院 工学研究科 都市環境工学専攻 教授
伊藤　禎彦 氏

水道料金値上げに対する容認度を高めるための
コミュニケーション手法

11 月 17 日
千葉市

横浜市水道局 配水部長
鈴木　雅彦 氏 水道料金改定と管路更新

東京大学大学院 工学系研究科 社会基盤学専攻 教授
沖　　大幹 氏 水と気候変動と持続可能な開発

1 月 25 日
平塚市

独立行政法人 水資源機構 理事
熊谷　和哉 氏

水道第四世代の創生
～事業環境の変化と水道事業の経緯と将来

東京大学 生産技術研究所 基礎系部門 准教授
清田　　隆 氏 液状化防災の高度化に関する研究紹介

仙台会場　会場8名、オンライン配信は30団体より申込

八戸圏域水道企業団　上野副参事 名古屋大学平山准教授はリモートで参加

2021 年度　ダクタイル鉄管協会セミナー 一覧表《全10会場》

〈74 頁へつづく〉
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平塚会場　会場18名、オンライン配信は31団体より申込

水資源機構　熊谷理事 東京大学　清田准教授

埼玉会場　会場25名、オンライン配信は32団体より申込

東京都立大学　荒井准教授全国管工事業協同組合連合会　粕谷専務理事

オンライン配信　26団体より申込

豊中市上下水道局　牟田次長 千歳科学技術大学　下村教授

松本会場　水道事業体21名が参加

名古屋市上下水道局　粟田部長 京都大学大学院　伊藤教授

千葉会場　会場80名、オンライン配信は54団体より申込

横浜市水道局　鈴木部長 東京大学大学院　沖教授

埼玉・千葉・平塚会場の
司会進行は2020ミス日本
「水の天使」中村真優さん
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名古屋会場　水道事業体33名が参加

京都市上下水道局　伊木部長 岐阜大学　能島教授

大阪会場　会場55名、オンライン配信は31団体より申込

東京大学大学院　滝沢教授水道技術研究センター　清塚常務理事

2021 年度　ダクタイル鉄管協会セミナー 一覧表《全10会場》

支部 開催日・開催場所 講　師 テーマ

中部 11 月 25 日
名古屋市

京都市上下水道局 水道部長
伊木　聖児 氏

京都市水道事業における
強靭化に向けた取組について

岐阜大学 工学部 社会基盤工学科 教授
能島　暢呂 氏

激甚災害に対する水道システムの
信頼性向上を目指して

関西 11 月 24 日
大阪市

公益財団法人 水道技術研究センター 常務理事
清塚　雅彦 氏 水道の事故とアセットマネージメント

東京大学大学院 工学系研究科 都市工学専攻 都市環境工学講座 教授 
滝沢　　智 氏 水道管路更新の課題と推進方策

関西・
中国四国

共催

12 月 22 日
徳島市

金沢大学 理工研究域 地球社会基盤系地震工学講座 教授
宮島　昌克 氏

南海トラフ地震を考える
～強震動、液状化、津波に水道システムはどのように備えるか～

呉市上下水道局 経営企画課 課長
増木　誠治 氏

豪雨災害後の災害に強いまちづくりの
推進について

中国
四国

10 月 28 日
広島市

鳥取大学 工学部 社会システム土木系学科 教授
小野　祐輔 氏

地震により生じる地盤変状を予測する
最新技術

福岡市水道局 配水部 整備推進課長
田中　辰夫 氏

福岡市における配水管の
更新・耐震化の取り組みについて

※10月26日の新潟会場のセミナーは新型コロナウイルス感染拡大の影響によりオンライン配信に変更しました。
※2月8日の福岡会場及び 2月22日の茨城会場のセミナーは、新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止となりました。
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徳島会場　会場44名、オンライン配信は18団体より申込

金沢大学　宮島教授 呉市上下水道局　増木課長

広島会場　会場57名、オンライン配信は51団体より申込

鳥取大学　小野教授 福岡市水道局　田中課長

水道産業新聞でも取り上げられました
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編集兼発行人

発 行 所

久 保 俊 裕

一般社団法人
日本ダクタイル鉄管協会
(https://www.jdpa.gr.jp)

●コロナ禍においても、本誌「ダクタイル
　鉄管」110号は多くの皆様にご協力を

いただき、発刊することができました。
●巻頭言は、昨年の 10 月 1 日に厚生

労働省医薬・生活衛生局水道課長
に就任された名倉課長に執筆いただ
きました。3 月に開催された全国水
道関係担当者会議での資料等もご
紹介いただき、更新の前倒しや場合
によっては長寿命化して更新を先延
ばしする提案もされています。

● 3 月末に金沢大学を定年退職された
宮島教授に最終講義と題して、執筆
いただきました。宮島教授には、地
震調査団として技術レポートの執筆、
過去には座談会への出席など、協会
誌の編集にご尽力いただきました。

●今号では、徳島市の久米管理者に
特別インタビューを実施しました。久
米管理者の水道界への熱い想いを
感じる誌面構成となっておりますの
で、是非ご一読ください。

●上下水道事業体の住民向け PR の方
法などを紹介する事業体だよりは、
今回８つの事業体に寄稿いただきま
した。各地域では、新型コロナウイ
ルス感染症の影響でイベントを実施
することが困難な中でも、住民の皆
さんに水道事業の理解を深めてもら
う取組みが行われています。今回の
事業体だよりでは、住民広報の取組
みだけでなく、広域化や運営基盤の
強化策、若手職員の人材育成なども
掲載されていますので参考にしてい
ただけると幸いです。
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編集後記

東京都千代田区九段南4丁目8番9号（日本水道会館）
電話03（3264）6655（代） ＦＡＸ03（3264）5075
大阪市中央区南船場4丁目12番12号（ニッセイ心斎橋ウェスト）
電話06（6245）0401 ＦＡＸ06（6245）0300
札幌市中央区北2条西2丁目41番地（札幌2・2ビル）
電話011（251）8710 ＦＡＸ011（522）5310
仙台市青葉区本町2丁目5番1号（オーク仙台ビル）
電話022（261）0462 ＦＡＸ022（399）6590
名古屋市中村区名駅3丁目22番8号（ 大東海ビル）
電話052（561）3075 ＦＡＸ052（433）8338
広島市中区立町2番23号（野村不動産広島ビル8階）
電話082（545）3596 ＦＡＸ082（545）3586
福岡市中央区天神2丁目14番2号（ 福岡証券ビル）
電話092（771）8928 ＦＡＸ092（406）2256








